
恋
歌
の
伝
承
ー
但
馬
皇
女
と
穂
積
皇
子
の
恋
ー

藤
原
朝
の
宮
廷
で
起
こ
っ
た
あ
る
恋
愛
事
件
ー
但
馬
皇
女
と
穂
積

皇
子
の
密
通
—
を
思
わ
せ
る
歌
群
が
、
萬
葉
集
巻
二
相
聞
の
部
に
残

さ
れ
て
い
る
。
詠
作
者
の
但
馬
皇
女
は
、
天
武
天
皇
の
皇
女
で
あ
り
、

母
は
氷
上
娘
。
生
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
甍
去
の
記
事
が
『
続
日
本
紀
』

和
銅
元
（
七

0
八
）
年
六
月
に
見
え
る
。

但
馬
皇
女
、
高
市
皇
子
の
宮
に
在
す
時
に
、
穂
積
皇
子
を
思
ひ
て
作

ら
す
歌
一
首

秋
の
田
の
穂
向
き
の
寄
れ
る
片
寄
り
に

君
に
寄
り
な
な
言
痛
く
あ
り
と
も
（
②
―
―
四
）

一
、
但
馬
皇
女
作
歌
の
物
語
性

一五）

穂
積
皇
子
に
勅
し
て
、
近
江
の
志
賀
の
山
寺
に
遣
は
す
時
に
、
但
馬

皇
女
の
作
ら
す
歌
一
首

後
れ
居
て
恋
ひ
つ
つ
あ
ら
ず
は
追
ひ
及
か
む

道
の
隈
廻
に
標
結
へ
我
が
背
（
②
一

一六）

但
馬
皇
女
、
高
市
皇
子
の
宮
に
在
す
時
に
、
籟
か
に
穂
積
皇
子
に
接
ひ
、

事
既
に
形
は
れ
て
作
ら
す
歌
一
首

人
言
を
繁
み
言
痛
み
己
が
世
に

い
ま
だ
渡
ら
ぬ
朝
川
渡
る
（
②
一

―
―
四
番
歌
の
題
詞
か
ら
、
但
馬
皇
女
が
異
母
兄
・
高
市
皇
子
の

宮
に
妻
の
一
人
と
し
て
同
居
し
、
「
睦
ま
じ
い
生
活
」
を
送
っ
て
い

(
2
)
 

な
が
ら
、
同
じ
く
異
母
兄
の
穂
積
皇
子
に
恋
慕
の
情
を
抱
き
、
関
係

を
持
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

後
代
の
仮
託
と
さ
れ
る
磐
姫
皇
后
歌
群
を
巻
頭
に
据
え
、
藤
原

朝
に
至
る
ま
で
の
皇
族
歌
人
の
歌
を
多
く
採
録
し
た
巻
二
相
聞
の
部

は
、
伊
藤
博
「
巻
二
磐
姫
皇
后
歌
の
場
合
」
（
「
万
葉
集
の
構
造
と
成

立
」
上
、
塙
書
房
、
昭
49)
が
「
歌
物
語
的
趣
向
の
も
と
に
集
め
ら

れ
、
後
人
に
あ
る
ロ
マ
ン
ス
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
に
配
列
さ
れ
て
い

る
」
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
物
語
性
」
が
非
常
に
強
い
。
但
馬
皇

女
の
歌
に
関
し
て
は
、
古
く
は
高
野
正
美
「
但
馬
皇
女
論
」
（
「
上
代

文
学
」
十
五
、
昭
38
、
11)
が
「
悲
恋
物
語
と
し
て
当
時
の
宮
廷
人

の
心
に
同
情
の
涙
を
そ
そ
っ
た
事
で
あ
ら
う
。
」
と
述
べ
、
川
上
富

竹

嶋

麻

衣
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吉
「
但
馬
皇
女
と
穂
積
皇
子
」
（
『
萬
葉
集
講
座
』
五
、
有
精
堂
、
昭

(
3
)
 

48)
が
「
ロ
マ
ン
ス
の
時
間
的
展
開
」
を
推
定
し
、
犬
養
孝
「
但
馬

皇
女
の
歌
」
（
『
万
菓
集
を
学
ぶ
』
第
二
集
、
有
斐
閣
、
昭
52)
が
「
全

体
は
、
渾
然
と
し
た
劇
的
な
物
語
に
な
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

お
そ
ら
く
悲
し
い
歌
物
語
的
な
も
の
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
き
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
」
と
す
る
よ
う
に
、
そ
の
「
物
語
性
」
「
伝
承
性
」
が
早

く
か
ら
論
じ
ら
れ
て
き
た
。

夫
が
あ
り
な
が
ら
別
の
男
性
と
関
係
を
持
ち
、
人
の
噂
に
も
負
け

ず
に
一
途
に
寄
り
添
い
た
い
と
歌
う
一
―
四
番
歌
。
近
江
崇
福
寺
に

{
4
)
 

派
遣
さ
れ
た
穂
積
皇
子
を
追
い
か
け
た
い
、
そ
の
為
に
目
印
の
標
を

「
旅
の
無
事
を
祈
り
、
旅
路
を
振
り
返
る
境
界
の
地
点
」
で
あ
る
隈

に
結
っ
て
欲
し
い
と
願
う
一
―
五
番
歌
。
そ
し
て
密
通
が
発
覚
し
て
、

騒
が
し
く
な
っ
た
周
囲
の
噂
に
耐
え
き
れ
ず
、
「
朝
川
」
を
渡
っ
て

(
6
)
 

穂
積
皇
子
に
会
い
に
行
く
―
一
六
番
歌
。
三
首
の
展
開
が
物
語
的
で

あ
る
が
ゆ
え
に
、
歌
自
体
を
第
三
者
の
創
作
と
見
、
密
通
を
否
定
す

る
説
も
あ
る
が
、
私
は
こ
の
歌
群
が
持
つ
「
物
語
性
」
は
、
彼
女
が

実
際
に
起
こ
し
た
恋
愛
事
件
に
ま
つ
わ
る
「
伝
承
」
を
踏
ま
え
て
、

巻
二
編
者
が
配
列
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
だ
と
考
え
る
。

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
事
実
無
根
の
恋
物
語
が
、
但
馬
皇
女
に
仮

託
さ
れ
、
持
統
朝
の
宮
廷
サ
ロ
ン
で
享
受
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い

こ
と
、
巻
二
の
三
首
は
類
型
的
な
面
も
多
い
け
れ
ど
も
、
例
え
ば
「
人

言
」
の
前
で
は
臆
し
て
し
ま
う
の
が
常
で
あ
る
の
に
、
皇
女
は
そ
れ

を
物
と
も
し
な
い
で
乗
り
越
え
よ
う
と
し
て
い
る
点
、
「
ズ
ハ

マ
シ
ヲ
）
」
型
の
歌
は
、
「
物
思
い
を
し
な
く
て
す
む
存
在
に
な
り
た

(
8
)
 

い
」
と
い
う
「
逃
げ
の
姿
勢
」
を
詠
む
も
の
で
あ
る
の
に
、
「
追
っ

て
い
き
た
い
」
と
願
っ
て
い
る
点
、
「
朝
」
と
い
う
特
異
な
時
間
に
、

川
を
渡
っ
て
穂
積
皇
子
に
会
い
に
行
っ
て
い
る
点
な
ど
に
独
自
性
が

見
出
せ
、
彼
女
の
実
作
と
判
断
す
べ
き
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、

最
大
の
理
由
は
三
首
の
配
列
に
、
伝
承
を
踏
ま
え
た
ら
し
き
痕
跡
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

再
度
、
三
首
の
題
詞
を
示
す
。

①
但
馬
皇
女
、
高
市
皇
子
の
宮
に
在
す
時
に
、
穂
積
皇
子
を
思

ひ
て
作
ら
す
歌
一
首
（
―
-
四
）

②
穂
積
皇
子
に
勅
し
て
、
近
江
の
志
賀
の
山
寺
に
遣
は
す
時
に
、

但
馬
皇
女
の
作
ら
す
歌
一
首
（
―
-
五
）

③
但
馬
皇
女
、
高
市
皇
子
の
宮
に
在
す
時
に
、
馘
か
に
穂
積
皇

子
に
接
ひ
、
事
既
に
形
は
れ
て
作
ら
す
歌
一
首
(
-
―
六
）

①
と
③
の
題
詞
が
重
複
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
沢
潟
久
孝
『
万

葉
集
注
釈
』
（
中
央
公
論
社
、
昭
33)
で
は
「
資
料
本
を
異
に
し
て
を
り
、

集
の
編
者
が
纂
序
に
あ
た
り
原
本
の
題
詞
の
ま
、
に
よ
っ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
」
と
し
、
廣
岡
義
隆
「
但
馬
皇
女
と
穂
積
皇
子
の
歌
に
つ

い
て
ー
『
言
寄
せ
」
の
冊
界
ー
」
（
「
人
文
論
叢
」
一
一
、
昭

60
、
3
)

は
そ
れ
を
更
に
発
展
さ
せ
、

(I 
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〈
原
初
状
態
〉

但
馬
皇
女
在
高
市
皇
子
宮
時
↓

思
穂
積
皇
子
御
作
歌
一
首

（
―
-
四
）

籟
接
穂
積
皇
子
、
事
既
形
而

御
作
歌
一
首
(
-
―
六
）

が
二
本
へ
分
出
し
た
結
果
、
巻
二
成
立
時
に
は
現
在
の
よ
う
な
形
に

(
9
)
 

な
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
定
着
し
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
が
、
こ
の

見
解
に
従
え
ば
、
編
纂
以
前
に
既
に
何
ら
か
の
題
詞
が
付
い
て
い
た

こ
と
に
な
る
。
よ
っ
て
、
巻
一
一
編
者
が
物
語
的
な
展
開
を
意
図
し
て

三
首
を
配
列
し
た
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
「
伝
承
」
を
踏
ま
え
て
記

さ
れ
た
題
詞
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
恋
歌
の
背
景
ま
で
も
が
編
者

の
創
作
で
は
あ
り
え
な
い
。
も
し
、
巻
二
成
立
後
に
伝
承
が
始
ま
っ

て
い
る
の
な
ら
、
そ
の
前
に
付
け
ら
れ
た
題
詞
が
「
物
語
的
」
で
あ

る
こ
と
の
説
明
が
つ
か
な
い
だ
ろ
う
。

(10) 

ま
た
、
②
の
時
点
で
露
見
し
て
い
た
―
一
人
の
関
係
が
、
③
の
段
階

で
初
め
て
発
覚
し
た
よ
う
に
見
え
る
こ
と
も
、
題
詞
を
付
け
た
人
物

と
巻
二
編
者
が
同
一
人
物
で
な
け
れ
ば
問
題
な
い
。
編
者
は
元
々
の

題
詞
を
尊
重
し
た
も
の
の
、
配
列
に
関
し
て
は
自
分
が
聞
き
知
っ
て

い
た
伝
承
を
参
照
し
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
結
果
が
現
在
の
配
列
で
あ

り
、
二
人
の
関
係
は
②
の
段
階
で
発
覚
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

お
そ
ら
く
は
事
件
発
覚
当
時
ー
但
馬
皇
女
の
詠
作
直
後
か
ら
始

ま
っ
た
「
恋
の
伝
承
」
は
、
題
詞
が
付
け
ら
れ
、
巻
一
一
相
聞
の
部
に

収
め
ら
れ
た
後
も
、
長
き
に
渡
っ
て
続
い
て
い
た
よ
う
で
、
複
数
の

一
書
に
云
は
く
、
子
部
王
の
作
と
い
ふ

伝
承
の
痕
跡
が
見
ら
れ
る
。
以
後
、
本
稿
で
は
そ
の
伝
承
の
過
程
に

焦
点
を
当
て
、
但
馬
皇
女
と
穂
積
皇
子
の
恋
愛
事
件
が
ど
の
よ
う
に

享
受
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。

二
、
伝
承
①
ー
秋
の
雑
歌
三
首
の
配
列

伝
承
の
痕
跡
が
見
え
る
例
の
一
っ
と
し
て
、
萬
葉
集
巻
八
、
秋
の

雑
歌
の
部
に
収
録
さ
れ
た
二
人
の
作
歌
を
取
り
上
げ
る
。

穂
積
皇
子
の
御
歌
一
一
首

今
朝
の
朝
明
雁
が
音
聞
き
つ
春

H
山

も
み
ち
に
け
ら
し
我
が
心
痛
し
（
⑧
-
五
ニ
―
-
）

秋
萩
は
咲
き
ぬ
べ
か
ら
し
我
が
や
ど
の

浅
茅
が
花
の
散
り
ぬ
る
見
れ
ば
（
⑧
-
五
一
四
）

但
馬
皇
女
の
御
歌
一
首

言
繁
き
里
に
住
ま
ず
は
今
朝
鳴
き
し

雁
に
た
ぐ
ひ
て
行
か
ま
し
も
の
を
（
⑧
-
五
一
五
）

一
に
云
ふ
、
「
国
に
あ
ら
ず
は
」

こ
こ
に
二
人
の
作
歌
が
続
け
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
、
高
野
正
美
「
但
馬
皇
女
論
」
（
先
掲
）
は
「
こ
、
に
穂
積
皇
子
、
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但
馬
皇
女
を
並
べ
た
の
も
、
編
者
の
意
図
的
な
配
列
で
あ
り
、
そ
う

さ
せ
た
も
の
が
一
一
人
に
ま
つ
わ
る
物
語
性
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
と

思
わ
れ
る
。
」
と
言
う
。
私
は
こ
の
見
解
を
支
持
し
た
い
。
三
首
の

並
び
は
「
単
な
る
偶
然
」
や
、
実
際
の
贈
答
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、

伝
承
を
踏
ま
え
た
編
者
の
配
列
意
図
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
思
う
。

そ
れ
を
論
じ
る
前
提
と
し
て
、
ま
ず
は
三
首
の
内
容
に
つ
い
て
、

先
行
の
諸
説
を
参
照
し
つ
つ
ま
と
め
て
お
く
。

①
我
が
心
痛
し
ー
相
聞
の
可
能
性

今
朝
の
朝
明
雁
が
音
聞
き
つ
春
日
山

も
み
ち
に
け
ら
し
我
が
心
痛
し
（
⑧
-
五
ニ
―
-
)

作
歌
時
期
は
「
春
日
山
」
の
所
在
か
ら
、
平
城
京
遷
都
後
、
即

ち
和
銅
三
（
七
一

0
)
年
の
秋
か
ら
穂
積
甍
去
の
前
年
、
和
銅
七

（
七
一
四
）
年
の
秋
ま
で
と
見
る
も
の
が
主
流
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
ケ

ラ
シ
」
が
「
過
去
の
事
実
、
ま
た
は
過
去
か
ら
現
在
に
継
続
し
て
い

る
事
実
に
対
す
る
、
比
較
的
確
実
性
を
も
っ
た
推
量
を
あ
ら
わ
す
の

(11) 

に
用
い
る
」
助
動
詞
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
穂
積
は
実
際
に
は
黄
葉
を

見
て
い
な
い
と
し
て
、
遷
都
以
前
の
作
と
見
る
坂
本
信
幸
「
穂
積
皇

子
の
御
歌
、
巻
八
・
一
五
ニ
ニ
を
め
ぐ
っ
て
」
（
「
叙
説
」
十
二
、
昭

6
1
.
3
)
も
あ
る
。

坂
本
氏
は
、
北
島
徹
「
春
日
山
黄
葉
に
け
ら
し
我
が
心
痛
し
ー
穂

積
皇
子
の
恋
情
ー
」
（
「
古
典
と
民
俗
」
十
五
、
昭
5
8
.
l
)
が
、
平

城
京
遷
都
の
暁
に
は
共
に
春
日
山
の
黄
葉
を
見
よ
う
、
と
い
う
約
束

が
二
人
の
間
で
交
わ
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
し
た
の
を

受
け
て
、
和
銅
―
一
年
に
穂
積
が
藤
原
の
地
に
あ
っ
て
、
約
束
を
果
た

す
こ
と
な
く
逝
っ
て
し
ま
っ
た
但
馬
を
思
っ
て
詠
ん
だ
も
の
と
解
す

る
。
し
か
し
、
高
市
皇
子
が
持
統
十
（
六
九
六
）
年
に
亡
く
な
っ
た

(12) 

後
も
、
結
ば
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
一
一
人
が
、
遷
都
後
の
約
束
を
交

わ
す
ほ
ど
親
し
い
間
柄
だ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

ま
た
、
万
葉
人
に
と
っ
て
「
雁
が
飛
来
し
た
ら
黄
葉
す
る
」
と
い

{13) 

う
の
は
ご
く
一
般
的
な
認
識
で
あ
っ
た
。
た
と
え
実
景
を
見
な
く
と

も
、
雁
が
音
か
ら
黄
葉
を
連
想
す
る
こ
と
は
十
分
可
能
だ
っ
た
は
ず

で
あ
る
。
や
は
り
遷
都
後
に
、
身
近
に
あ
る
春

H
山
の
黄
業
を
「
雁

が
音
」
か
ら
想
像
し
て
詠
ん
だ
と
見
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
約
束
は
無
く
て
も
、
こ
の
歌
に
は
但
馬
皇
女
に
対
す
る
穂

積
皇
子
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
。
新
日
本
古
典

文
学
大
系
本
は
、
「
雁
声
や
黄
葉
に
悲
哀
を
起
こ
す
こ
と
、
万
葉
集

に
は
珍
し
い
。
中
国
文
学
の
『
悲
秋
』
の
気
分
の
影
響
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。
」
と
す
る
が
、
坂
本
氏
が
「
『
心
痛
」
い
感
情
は
、
人
間

に
関
わ
る
具
体
的
な
強
い
感
情
で
あ
っ
て
、
漠
然
と
し
た
季
節
な
ど

に
関
わ
る
感
情
で
は
な
い
。
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
集
中
の
「
心
痛
し
」

(14) 

を
見
る
限
り
、
「
悲
秋
」
と
は
考
え
に
く
く
、
但
馬
皇
女
へ
の
思
い

と
見
る
ほ
う
が
自
然
な
の
で
あ
る
。
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(15-

そ
の
一
方
で
、
「
悲
秋
」
の
早
い
例
が
宋
玉
「
九
弁
」
の
中
に
見
ら
れ
、

『
懐
風
藻
』
に
も
「
悲
秋
」
の
概
念
を
踏
ま
え
た
も
の
が
幾
つ
か
見

-16) 

ら
れ
る
の
で
、
穂
積
皇
子
が
「
悲
秋
」
を
意
識
し
て
詠
作
し
た
可
能

性
も
皆
無
と
は
言
え
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

こ
の
問
題
に
関
し
て
は
ま
だ
考
察
の
余
地
が
あ
る
と
思
う
が
、
現

時
点
の
私
の
考
え
と
し
て
は
、
集
中
の
「
心
痛
し
」
（
類
似
の
「
胸
痛
し
」

も
含
む
）
の
用
例
の
中
に
、

：
立
ち
留
ま
り
我
に
語
ら
く
な
に
し
か
も
も
と
な
と
ぶ
ら
ふ
聞

け
ば
音
の
み
し
泣
か
ゆ
語
れ
ば
心
そ
痛
き
：
（
②
三
―

10)

•
•
あ
し
ひ
き
の
山
道
を
さ
し
て
入
日
な
す
隠
れ
に
し
か
ば
そ
こ

思
ふ
に
胸
こ
そ
痛
き
：
（
③
四
六
六
）

時
は
し
も
何
時
も
あ
ら
む
を
心
痛
く
い
行
く
我
妹
か
み
ど
り
子

を
置
き
て
（
③
四
六
七
）

世
の
中
し
常
か
く
の
み
と
か
つ
知
れ
ど
痛
き
心
は
忍
ぴ
か
ね
つ

も
（
③
四
七
二
）

：
胸
の
病
み
た
る
思
へ
か
も
心
の
痛
き
我
が
恋
ぞ
：
こ
の
九
月

を
我
が
背
子
が
偲
ひ
に
せ
よ
と
：
（
⑬
三
三
二
九
）

右
の
よ
う
な
挽
歌
の
例
が
見
ら
れ
、
「
黄
葉
」
に
も
、

秋
山
の
黄
葉
を
繁
み
惑
ひ
ぬ
る
妹
を
求
め
む
山
道
知
ら
ず
も

（
②
二

0
八）

も
み
ち
葉
の
過
ぎ
に
し
児
ら
と
携
は
り
遊
び
し
磯
を
見
れ
ば
悲

し
も
（
⑨
-
七
九
六
）

と
い
っ
た
、
死
者
が
黄
葉
を
求
め
て
山
路
を
分
け
入
っ
た
り
、
死
者

を
「
黄
葉
」
に
例
え
た
例
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
穂
積
皇
子
が
亡

(18) 

き
但
馬
皇
女
の
こ
と
を
悼
ん
で
詠
ん
だ
挽
歌
的
な
も
の
と
捉
え
て
い

る。

②
浅
茅
が
花
ー
寓
意
の
有
無

秋
萩
は
咲
き
ぬ
べ
か
ら
し
我
が
や
ど
の

浅
茅
が
花
の
散
り
ぬ
る
見
れ
ば
（
⑧
-
五
一
四
）

黒
沢
幸
三
「
穂
積
皇
子
と
但
馬
皇
女
」
（
「
文
学
」
四
十
六
巻
九
号
、

昭
5
3
.
9
)
は
、
こ
の
歌
の
「
浅
茅
の
花
の
散
る
」
と
は
但
馬
の
こ
と
、

「
秋
萩
は
咲
く
べ
く
あ
る
ら
し
」
は
若
き
大
伴
坂
上
郎
女
と
の
婚
儀

が
整
い
つ
つ
あ
る
こ
と
を
匂
わ
せ
て
い
る
と
解
し
て
い
る
。

穂
積
皇
子
が
晩
年
、
若
き
大
伴
坂
上
郎
女
を
姿
っ
て
寵
愛
し
た
こ

と
は
、
巻
四
、
五
二
八
番
歌
の
左
注
か
ら
分
か
る
。

右
、
郎
女
は
佐
保
大
納
言
卿
の
女
な
り
。
は
じ
め
一
品
穂
積
皇

子
に
嫁
ぎ
、
寵
を
か
が
ふ
る
こ
と
類
ひ
な
し
。
し
か
く
し
て
皇

子
甍
ぜ
し
後
時
に
、
藤
原
麻
呂
大
夫
、
郎
女
を
婦
ふ
。

集
中
に
は
、

山
高
み
夕
日
隠
り
ぬ

1
1後
見
む
た
め
に
標
結
は
ま
し
を

（
⑦
-
三
四
二
）

君
に
似
る
草
と
見
し
よ
り
我
が
標
め
し
野
山
の
浅
痢
人
な
刈
り
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そ
ね
（
⑦
-
三
四
七
）

ま
葛
延
ふ
小
野
の

11を
心
ゆ
も
人
引
か
め
や
も
我
が
な
け
な

く
に
（
⑪
二
八
三
五
）

以
上
三
例
の
、
「
浅
茅
」
を
女
性
の
比
喩
と
し
た
例
が
見
ら
れ
る
。

一
方
「
萩
」
に
も
、

春
日
野
に
咲
き
た
る
剃
は
片
枝
は
い
ま
だ
含
め
り
言
な
絶
え
そ

ね
（
⑦
-
三
六
三
）

我
が
や
ど
に
植
ゑ
生
ほ
し
た
る
択
~
を
誰
か
標
刺
す
我
に
知
ら

え
ず
（
⑩
ニ
―
―
四
）

な
ど
、
同
様
の
比
喩
が
見
ら
れ
る
。
ど
ち
ら
に
も
例
が
あ
る
以
上
、
「
浅

茅
」
「
萩
」
を
但
馬
も
し
く
は
坂
上
郎
女
の
比
喩
と
考
え
る
こ
と
自

体
は
可
能
で
あ
る
。

だ
が
、
こ
の
黒
沢
説
に
は
大
き
な
欠
点
が
あ
る
。
「
浅
茅
」
は
「
未

成
熟
の
女
性
」
の
比
喩
な
の
だ
。
穂
積
皇
子
と
ほ
ぼ
同
年
佑
と
思
わ

れ
る
但
馬
皇
女
を
「
浅
茅
」
と
見
る
の
は
、
無
理
で
あ
る
。
「
浅
茅
」

が
「
空
言
」
を
導
く
例
（
―
-
七
五
五
・
三

0
六
三
）
も
あ
る
の
で
、
「
実

ら
な
か
っ
た
恋
の
相
手
」
と
い
う
こ
と
で
但
馬
が
浅
茅
に
な
る
か
と

も
考
え
た
が
、
「
空
言
」
と
い
う
語
が
な
い
状
態
で
は
そ
れ
も
難
し

い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
「
浅
茅
が
花
」
と
い
う
語
は
集
中
他
に
例
が
な
く
、
萬
葉

以
降
に
も
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
の
で
、
そ
の
も
の
の
状
態
を
想
起

し
に
く
く
、
「
寓
意
」
を
持
た
せ
る
の
に
は
不
向
き
で
あ
る
。

従
っ
て
こ
の
歌
か
ら
は
但
馬
皇
女
へ
の
想
い
を
読
み
取
り
得
な

い
。
穂
積
皇
子
が
平
城
京
の
邸
で
実
景
を
見
て
詠
ん
だ
、
単
な
る
季

節
詠
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
詠
作
時
に
坂
上
郎
女
と
結
婚
し
て
い

た
か
は
不
明
だ
が
、
こ
の
歌
と
郎
女
の
「
妹
が
目
を
始
見
の
崎
の
秋

萩
は
こ
の
月
ご
ろ
は
散
り
こ
す
な
ゆ
め
」
（
⑧
-
五
六

0
)
を
贈
答

と
見
る
、
赤
羽
学
「
「
万
葉
集
』
巻
八
・
一
五
六
〇
「
始
見
之
埼
」
の

訓
み
方
と
穂
積
皇
子
と
坂
上
郎
女
の
相
聞
の
可
能
性
」
（
「
岡
山
大
学

(21) 

文
学
部
紀
要
」
五
、
昭
5
9
.
1
2
)
に
は
賛
同
出
来
な
い
。

③
子
部
王
と
但
馬
皇
女
ー
一
五
一
五
番
歌
の
仮
託
性

穂
積
皇
子
の
二
首
に
続
く
但
馬
皇
女
の
歌
は
、
「
今
朝
鳴
い
た
雁
」

を
主
眼
に
置
い
て
い
る
点
で
、
穂
積
の
一
首
目
(
-
五
一
三
）
と
何

ら
か
の
関
連
が
あ
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
一
五
一
三
が
平
城
京
遷

都
後
の
作
で
あ
る
以
上
は
、
和
銅
元
（
七

0
八
）
年
に
世
を
去
っ
た

但
馬
と
贈
答
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

但
馬
皇
女
の
御
歌
一
首

言
繁
き
里
に
住
ま
ず
は
今
朝
鳴
き
し

雁
に
た
ぐ
ひ
て
行
か
ま
し
も
の
を
（
⑧
-
五
一
五
）

一
に
云
ふ
、
「
国
に
あ
ら
ず
は
」

題
詞
に
は
「
一
書
に
云
は
く
、
子
部
王
の
作
と
い
ふ
」
と
あ
り
、

一
書
に
云
は
く
、
子
部
王
の
作
と
い
ふ
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作
者
が
但
馬
で
な
い
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
文
に

も
異
伝
が
見
ら
れ
る
。
子
部
王
は
伝
未
詳
だ
が
、
次
の
児
部
女
王
と

同
一
人
物
で
あ
ろ
う
か
。

児
部
女
王
の
喘
ふ
歌
一
首

う
ま
し
物
い
づ
く
も
飽
か
じ
を
坂
門
ら
が

角
の
ふ
く
れ
に
し
ぐ
ひ
あ
ひ
に
け
む
（
⑯
三
八
―
―
-
）

右
、
時
に
娘
子
あ
り
、
姓
は
尺
度
氏
な
り
。
こ
の
娘
子
は
高
姓
の
美

人
の
誂
ふ
所
を
聴
さ
ず
、
下
姓
の
塊
士
の
誂
ふ
所
を
応
許
す
。
こ
こ

に
児
部
女
王
こ
の
歌
を
裁
作
り
、
そ
の
愚
を
喘
笑
ふ
。

神
永
あ
い
子
「
但
馬
皇
女
論
ー
物
語
性
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
（
「
青
山

語
文
」
七
、
昭
5
2
.
3
)
は
、
但
馬
皇
女
歌
の
独
自
性
を
「
類
型
表
現
」

の
面
か
ら
考
察
し
て
い
る
。
こ
の
歌
に
関
し
て
は
「
ズ
ハ
ー
マ
シ
ヲ
」

型
こ
そ
類
型
的
だ
が
、
恋
の
苦
し
み
か
ら
逃
れ
る
手
段
と
し
て
、
別

の
存
在
と
な
る
こ
と
を
願
う
も
の
が
主
流
の
中
で
、
自
分
を
変
え
ず

「
雁
」
と
共
に
行
こ
う
と
す
る
所
に
独
自
性
が
見
ら
れ
る
と
言
う
。

確
か
に
「
ズ
ハ
ー
マ
シ
ヲ
」
型
の
歌
ー
中
で
も
「
恋
ひ
つ
つ
あ
ら

ず
は
」
と
い
う
形
式
の
も
の
は
、
物
思
い
を
せ
ず
に
す
む
存
在
に
な｛訟一

り
た
い
、
い
っ
そ
死
ん
で
し
ま
い
た
い
、
と
い
う
よ
う
な
歌
ば
か
り

で
あ
る
。
そ
の
点
で
当
該
歌
に
は
一
応
の
独
自
性
が
あ
る
と
言
え
る
。

し
か
し
こ
の
歌
と
前
半
が
類
似
し
た
一
一
五
番
歌
、
同
じ
よ
う
に
人

言
に
悩
ま
さ
れ
る
一
―
六
番
歌
と
較
べ
る
と
、
そ
の
「
独
自
性
」
は

弱
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
第
三
者
が
、
巻
二
の
三
首
を
踏
ま
え

た
上
で
代
作
す
る
こ
と
も
、
十
分
可
能
で
あ
ろ
う
。

私
は
、
但
馬
皇
女
が
詠
ん
だ
巻
二
所
収
の
三
首
の
内
容
、
及
び
―
―

人
の
恋
に
ま
つ
わ
る
話
を
見
聞
し
て
い
た
子
部
王
が
、
但
馬
皇
女
に

仮
託
す
る
形
で
一
五
一
五
番
歌
を
詠
ん
だ
も
の
と
考
え
る
。
そ
う
捉

え
る
こ
と
で
、
一
五
ニ
―
一
番
歌
と
の
対
応
関
係
に
も
一
応
の
説
明
が

賀
古
明
「
但
馬
皇
女
と
穂
積
皇
子
と
の
恋
」
（
「
国
文
学
」
十
一
巻

十
三
号
、
昭
4
0
.
1
1
)
で
は
こ
の
歌
を
「
但
馬
皇
女
の
遺
品
の
中
か

ら
、
穂
積
皇
子
の
手
元
に
届
け
ら
れ
た
も
の
」
と
推
察
し
、
「
こ
の

但
馬
皇
女
の
遺
詠
が
、
穂
積
皇
子
の
一
一
首
を
詠
出
す
る
心
情
を
誘
い

起
こ
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
」
と
す
る
が
、
作
者
が
子
部
王
で

あ
れ
ば
、
そ
の
逆
ー
子
部
王
が
穂
積
の
一
五
ニ
―
一
番
歌
に
対
応
す
る

形
で
一
五
一
五
番
歌
を
詠
ん
だ
ー
と
考
え
ら
れ
る
。
穂
積
皇
子
作
歌

に
一
五
一
五
が
先
行
す
る
な
ら
ば
、
一
五
―
―
―
一
で
穂
積
が
「
春
日
山

の
黄
菓
」
を
見
て
心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
理
由
を
明
確
に
出
来
な
い
が
、

逆
で
あ
れ
ば
一
五
ニ
―
一
は
独
詠
と
な
り
、
一
五
一
五
と
の
共
通
項
を

見
出
す
必
要
は
な
く
な
る
。

こ
の
歌
が
異
伝
の
形
で
し
か
、
子
部
王
の
作
と
し
て
伝
わ
ら
な

か
っ
た
の
は
、
や
は
り
但
馬
皇
女
に
仮
託
し
た
も
の
で
あ
り
、
い
つ

し
か
但
馬
皇
女
の
作
歌
と
し
て
伝
承
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で

寸
'V'o

，ー
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あ
ろ
う
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
は
「
亡
き
但
馬
皇
女
へ
の
哀
悼
の
念
」

を
詠
ん
だ
も
の
と
、
単
な
る
季
節
詠
と
、
「
但
馬
皇
女
に
仮
託
し
た

子
部
王
の
歌
」
と
が
並
ん
で
配
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
配
列
に
、
編
者
の
「
意
図
」
は
見
出
せ
る
の
か
ど
う
か
。

廣
岡
義
隆
「
但
馬
皇
女
と
穂
積
皇
子
の
歌
に
つ
い
て
ー
『
言
寄
せ
』

の
世
界
ー
」
（
先
掲
）
は
こ
こ
で
三
首
が
並
ん
で
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

「
資
料
本
に
お
い
て
並
ん
で
ゐ
た
か
ら
」
と
し
、
編
者
の
意
図
を
否

定
す
る
。
ま
た
、
神
永
あ
い
子
「
但
馬
皇
女
論
ー
物
語
性
を
め
ぐ
っ

て
ー
」
（
先
掲
）
は
編
者
が
意
図
し
て
並
べ
た
可
能
性
を
示
し
な
が

ら
も
、
「
し
か
し
一
五
一
五
番
歌
は
明
ら
か
な
相
聞
歌
と
は
受
取
り

難
い
と
し
て
雑
歌
に
加
え
ら
れ
た
と
見
れ
ば
、
歌
は
部
立
毎
に
年
代

順
に
収
録
さ
れ
、
同
時
代
の
皇
子
・
皇
女
の
歌
は
、
皇
子
・
皇
女
の

順
に
載
せ
ら
れ
る
の
が
原
則
で
あ
る
事
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
歌
が
並

ぶ
の
も
当
然
の
結
果
と
も
な
る
。
否
定
さ
れ
る
可
能
性
も
十
分
あ
る

と
い
う
程
度
で
は
、
編
纂
者
に
何
ら
か
の
配
列
意
図
が
あ
っ
た
と
し

て
も
、
甚
し
く
介
入
さ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
」
と
結
論
付
け

て
い
る
。

そ
の
一
方
で
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
本
の
一
五
一
三
番
歌
注
、

「
結
旬
『
我
が
心
痛
し
』
と
い
う
そ
の
原
因
が
何
か
不
明
だ
が
、
こ

の
後
に
但
馬
皇
女
の
歌
(
-
五
一
五
）
を
置
い
た
編
纂
者
の
気
持
と

＊
 

し
て
は
、
こ
の
歌
を
但
馬
皇
女
を
追
慕
し
つ
つ
ひ
っ
そ
り
と
、
平
城

京
域
内
の
居
宅
に
籠
居
す
る
皇
子
の
姿
を
想
像
し
た
も
の
で
あ
ろ
う

か
。
」
の
よ
う
に
、
編
者
の
意
識
に
言
及
し
た
も
の
も
見
ら
れ
る
。

廣
岡
氏
の
見
解
の
よ
う
に
、
三
首
が
原
本
の
段
階
で
並
ん
で
い
た

可
能
性
は
ゼ
ロ
で
は
な
い
。
だ
が
穂
積
皇
子
の
一
一
首
は
同
時
詠
で
は

~23) 

な
い
し
、
後
に
な
っ
て
仮
託
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
一
五
一
五
番
歌
と

ひ
と
ま
と
ま
り
で
伝
え
ら
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
ま
た
、
こ
れ
は

神
永
氏
の
論
に
も
関
わ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
一
五
一
五
番
歌
は
明
ら

か
に
「
相
聞
歌
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
集
中
「
言
」
ー
「
繁
」
と
い
う

表
現
を
用
い
た
も
の
の
大
半
が
相
聞
歌
で
あ
る
こ
と
か
ら
分
か
る
。

仮
に
三
首
が
原
本
段
階
で
ま
と
ま
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
編
纂
の

時
点
で
、
明
ら
か
な
相
聞
歌
を
雑
歌
の
部
に
共
に
配
す
だ
ろ
う
か
。

但
馬
皇
女
と
穂
積
皇
子
の
恋
愛
事
件
を
聞
き
知
っ
て
い
た
巻
八
編
者

が
、
意
識
的
に
三
首
を
並
べ
た
と
考
え
る
方
が
自
然
で
は
な
い
だ
ろ

ヽ
っ
力萬

葉
集
の
季
節
分
類
歌
巻
、
巻
八
と
巻
十
の
分
類
基
準
に
関
し

て
は
、
渡
瀬
昌
忠
氏
の
論
や
村
瀬
憲
夫
「
万
葉
歌
の
分
類
ー
巻
八
と

巻
十
に
お
け
る
『
雑
歌
』
と
『
相
聞
』
ー
」
（
『
萬
葉
集
編
纂
の
研

究
』
塙
書
房
、
平

1
4、
初
出
•
平

7
.
9
)
に
詳
し
い
。
村
瀬
氏
は

一
五
一
五
番
歌
に
つ
い
て
、

：
こ
の
歌
も
「
相
聞
」
部
に
収
め
ら
れ
て
も
一
向
に
お
か
し
く

は
な
い
。
そ
れ
に
、
作
者
が
但
馬
皇
女
で
あ
り
、
異
母
兄
の
穂
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積
皇
子
と
の
間
に
残
し
た
悲
恋
の
歌
が
、
巻
二
の
「
相
聞
」
部

を
飾
り
、
し
か
も
そ
の
歌
旬
が
「
恋
ひ
つ
つ
あ
ら
ず
は
」
（
②

―
一
五
）
、
「
人
言
を
繁
み
言
痛
み
」
（
②
―
―
六
）
と
、
こ
の

歌
と
通
じ
る
趣
を
も
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
な
お
さ
ら

で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
実
際
に
は
「
雑
歌
」
部
に
配
さ
れ
て
い
る
。
：
（
中

略
）
：
ま
た
一
方
で
こ
の
歌
の
直
前
に
は
穂
積
皇
子
の
歌
が
配

さ
れ
て
あ
り
（
⑧
-
五
一
三
、
一
五
一
四
）
、
と
り
わ
け
巻
八
の

一
五
―
―
―
一
番
歌
は
、
雁
を
詠
み
、
し
か
も
「
我
が
心
痛
し
」
と

い
う
恋
の
心
痛
を
想
像
さ
せ
る
よ
う
な
表
現
を
有
し
て
い
る
。

以
上
の
種
々
の
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
編
者
は
、
有
名
な
ニ

人
の
関
係
を
巧
み
に
利
用
し
て
、
疸
接
的
表
面
的
に
は
秋
の
景

物
を
詠
ん
だ
雑
歌
と
し
て
配
し
、
そ
の
背
後
に
は
一
一
人
の
悲
恋

の
情
を
匂
わ
せ
る
と
い
う
、
歌
の
配
列
の
妙
を
考
案
し
た
の
で

は
な
い
か
。

と
述
べ
て
い
る
。
表
面
的
に
は
「
雑
歌
」
で
、
背
後
に
「
相
聞
」
を

匂
わ
せ
る
「
配
列
の
妙
」
と
い
う
よ
り
は
、
巻
―
一
の
よ
う
な
「
物
語
的
」

な
展
開
を
意
識
し
た
配
列
で
は
な
い
か
と
私
は
考
え
る
の
だ
が
、
何

れ
に
せ
よ
巻
八
編
者
に
「
伝
承
」
を
踏
ま
え
た
「
配
列
意
識
」
が
あ
っ

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

村
瀬
氏
は
同
論
文
の
中
で
、
巻
八
雑
歌
の
部
所
収
の
「
相
聞
」
的

な
歌
の
多
く
が
、
「
作
者
が
大
伴
氏
の
人
物
か
、
大
伴
氏
と
直
接
『
和
』

し
て
い
る
歌
」
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ

う
な
傾
向
が
見
ら
れ
る
理
由
と
し
て
、
巻
八
の
編
纂
に
、
大
伴
家
持
、

(26) 

及
び
叔
母
の
坂
上
郎
女
が
関
与
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
題
詞
に
は
記

載
が
な
い
作
歌
事
情
を
、
編
者
が
良
く
知
っ
て
い
た
、
或
い
は
意
図

的
に
題
詞
に
は
触
れ
な
か
っ
た
、
と
い
う
二
点
を
示
し
て
お
ら
れ
る
。

こ
の
見
解
に
拠
る
な
ら
ば
、
晩
年
の
穂
積
皇
子
の
妻
で
、
作
歌
事
情

も
熟
知
し
て
い
た
は
ず
の
坂
上
郎
女
が
、
敢
え
て
実
態
を
隠
し
て
、

意
図
的
に
三
首
を
並
べ
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
郎
女
が
一
五
一
五

番
歌
を
、
但
馬
皇
女
と
子
部
王
、
ど
ち
ら
の
作
歌
と
認
識
し
て
い
た

か
は
不
明
で
あ
る
が
、
穂
積
皇
子
と
但
馬
皇
女
の
恋
愛
事
件
を
読
み

手
に
想
起
さ
せ
る
た
め
に
、
わ
ざ
と
並
べ
た
も
の
と
理
解
し
た
い
。

そ
の
場
合
、
例
え
編
者
は
別
人
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
坂
上
郎
女
の

蒐
集
し
た
資
料
に
基
づ
い
て
配
列
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
先
に
述
べ
た

「
配
列
意
図
」
は
編
者
で
は
な
く
、
郎
女
の
方
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

巻
八
に
は
皇
族
歌
人
の
歌
が
多
く
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
三

首
の
よ
う
な
「
物
語
」
的
な
配
列
を
持
つ
も
の
は
他
に
な
い
。
坂
上

郎
女
が
穂
積
皇
子
の
妻
で
な
か
っ
た
ら
、
三
首
も
現
在
の
よ
う
な
配

列
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

三
、
伝
承
②
ー
歌
経
標
式

藤
原
浜
成
の
撰
で
宝
亀
三
（
七
七
―
-
）
年
五
月
成
立
の
歌
学
書
『
歌
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集
中
に
こ
の
安
倍
（
阿
倍
）
女
郎
の
名
は
何
度
か
見
ら
れ
る
の
だ

心
は
君
に
寄
り
に
し
も
の
を

今
更
に
何
を
か
思
は
む
う
ち
な
び
く

安
倍
女
郎
が
歌
＾
一
首

経
標
式
』
に
も
、
但
馬
皇
女
の
作
歌
が
載
っ
て
い
る
。
こ
の
歌
を
考

察
す
る
こ
と
で
、
萬
葉
集
と
は
異
な
る
伝
承
の
痕
跡
を
探
っ
て
み
た

、。し

：
失
て
る
は
、
但
馬
内
親
王
の
穂
積
親
王
に
答
ふ
る
歌
に
日
へ

る
が
如
し
。

い
ま
さ
ら
に
な
に
か
お
も
は
ぬ
う
か
な
び
く

こ
こ
ろ
は
き
み
に
よ
り
に
し
も
の
を

（
ニ
ノ
七
遍
身
）

こ
の
「
但
馬
内
親
王
の
穂
積
親
王
に
答
ふ
る
歌
」
と
い
う
の
を
個

じ
る
な
ら
ば
、
穂
積
皇
子
が
但
馬
皇
女
に
贈
っ
た
歌
が
先
に
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

黒
沢
幸
―
―
-
「
穂
積
皇
子
と
但
馬
皇
女
」
（
先
掲
）
で
は
、
こ
れ
を

但
馬
皇
女
の
実
作
と
捉
え
、
「
穂
積
・
但
馬
の
若
き
日
に
ま
つ
わ
る

い
い
伝
え
」
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
が
、
黒
沢
氏
も
指
摘
す
る
よ

う
に
、
こ
の
歌
は
次
の
安
倍
女
郎
歌
と
酷
似
し
て
い
る
。

（
『
万
葉
集
』
④
五

0
五）

①
安
倍
女
郎
が
屋
部
の
坂
の
歌
一
首
（
③
二
六
九
）

②
阿
倍
女
郎
が
歌
一
首
（
④
五
一
四
）

中
臣
朝
臣
東
人
、
阿
倍
女
郎
に
贈
る
歌
一
首
（
五
一
五
）

阿
倍
女
郎
が
答
ふ
る
歌
一
首
（
五
一
六
）

③
大
伴
宿
禰
家
持
が
安
倍
女
郎
に
贈
る
歌
一
首
（
⑧
-
六
三
一
）

五
0
五
番
歌
の
安
倍
女
郎
と
、
①
は
同
一
人
物
と
さ
れ
る
。
②
は

少
し
時
代
が
下
り
、
③
に
至
っ
て
は
明
ら
か
に
別
人
で
あ
る
。
従
っ

て
少
な
く
と
も
二
人
は
「
安
倍
女
郎
」
と
い
う
女
性
が
存
在
し
た
こ

と
に
な
り
、
五

0
五
番
歌
の
安
倍
女
郎
の
正
確
な
時
代
は
不
明
で
あ

る。
彼
女
が
奈
良
朝
の
歌
人
で
あ
れ
ば
、
和
銅
元
（
七

0
八
）
年
に
没

し
た
但
馬
の
歌
が
先
に
あ
り
、
安
倍
が
そ
れ
を
利
用
し
た
と
い
う
こ

と
に
な
る
が
、
こ
の
安
倍
の
歌
に
は
、

水
底
に
生
ふ
る
予
藻
の
う
ち
な
び
く
心
は
寄
り
て
恋
ふ
る
こ
の

こ
ろ
（
⑪
-
一
四
八
―
-
）

紫
の
名
高
の
浦
の
な
び
き
藻
の
心
は
妹
に
寄
り
に
し
も
の
を

（
⑪
二
七
八

0
)

今
更
に
何
を
か
思
は
む
梓
弓
引
き
み
緩
へ
み
寄
り
に
し
も
の
を

（
⑫
二
九
八
九
）

が
、
時
代
が
一
定
で
な
い
。
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•
•
こ
の

な
ど
類
歌
が
あ
り
、
特
に
目
新
し
い
発
想
は
見
ら
れ
な
い
。
仮
に
但

馬
皇
女
の
作
だ
と
す
る
と
、
彼
女
が
ま
だ
少
女
の
頃
、
「
習
作
」
と

し
て
詠
ん
だ
も
の
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
歌
の
内
容
と
し
て
は
、

や
は
り
穂
積
皇
子
を
念
頭
に
置
い
た
方
が
理
解
し
や
す
い
。

も
し
安
倍
女
郎
が
但
馬
皇
女
と
同
時
代
の
人
間
で
あ
れ
ば
、
但
馬

の
近
く
に
仕
え
て
い
た
安
倍
が
、
但
馬
に
代
っ
て
穂
積
に
歌
を
贈
っ

た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
集
中
に
は
穂
積
皇
子
が

但
馬
皇
女
に
贈
っ
た
歌
と
い
う
の
は
―
つ
も
残
さ
れ
て
い
な
い
し
、

穂
積
が
詠
ん
だ
と
さ
れ
る
歌
で
こ
の
「
今
更
に
」
の
歌
に
対
応
す
る

よ
う
な
も
の
も
な
い
。
萬
葉
集
に
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
穂
積
の
歌
が
、

『
歌
経
標
式
』
の
撰
者
で
あ
る
藤
原
浜
成
の
手
元
に
あ
っ
た
と
も
考

え
づ
ら
い
。
、
や
は
り
こ
の
歌
は
安
倍
女
郎
が
詠
ん
だ
も
の
で
、
伝
承

の
過
程
で
誤
っ
て
但
馬
の
歌
と
解
さ
れ
た
、
も
し
く
は
安
倍
が
但
馬

に
仮
託
し
て
詠
ん
だ
、
と
見
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

中
西
進
「
二
十
巻
万
葉
集
の
形
成
ー
平
安
朝
文
献
の
意
味
ー
」
（
万

葉
論
集
第
六
巻
『
万
葉
集
形
成
の
研
究
万
菓
の
世
界
』
講
談
社
、
平

7
。
初
出
・
昭
43)

の
中
で
、
中
西
氏
は
こ
の
「
今
更
に
」
の
歌
に

つ
い
て
、大

来
・
大
津
物
語
と
共
に
有
名
だ
っ
た
の
が
、
但
馬
・
穂
積
事

件
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
万
葉
で
も
こ
の
関
係
は
多
く
の
歌
の

採
録
と
な
っ
て
現
わ
れ
、
そ
れ
が
、
各
処
に
登
場
す
る
こ
と
を

も
っ
て
も
、
人
気
の
度
合
が
知
ら
れ
る
。
：
（
中
略
）

更
に
こ
の
小
異
歌
が
、
次
の
憶
良
の
歌
で
あ
る
。

萬
葉
集
に
は
次
の
よ
う
な
小
異
歌
が
あ
る
。

悲
恋
物
語
の
伝
承
が
い
つ
か
安
倍
女
郎
の
歌
を
も
取
り
入
れ
て

し
ま
う
と
い
う
こ
と
は
、
あ
り
得
る
こ
と
だ
。

と
し
、
こ
の
歌
を
「
そ
こ
に
生
じ
た
異
伝
で
は
な
い
か
。
」
と
述
べ

て
い
る
。
私
も
同
意
見
で
あ
る
。

『
歌
経
標
式
」
に
は
こ
の
但
馬
皇
女
と
安
倍
郎
女
の
歌
の
よ
う
に
、

萬
葉
集
と
作
者
が
異
な
る
歌
が
幾
つ
か
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
次
の

角
沙
弥
の
歌
。

：
角
沙
弥
が
記
の
浜
の
歌
に
日
へ
る
が
如
し
。

し
ら
な
み
の
は
ま
ま
つ
が
え
の
た
む
け
ぐ
さ

い
く
よ
ま
で
に
か
と
し
の
へ
に
け
む
（
三
ノ
ニ
ノ
七
離
韻
）

紀
伊
国
に
幸
せ
る
時
に
、
川
島
皇
子
の
作
ら
す
歌

或
は
云
は
く
、
山
上
憶
良
の
作
な
り
、
と
い
ふ

白
波
の
浜
松
が
枝
の
手
向
く
さ

幾
代
ま
で
に
か
年
の
経
ぬ
ら
む

一
に
云
ふ
、
「
年
は
経
に
け
む
」

（
①
三
四
）
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得
た
る
は
、
柿
本
若
子
の
秋
の
歌
に
日
へ
る
が
如
し
。

山
上
の
歌
一
首

白
波
の
浜
松
の
木
の
手
向
く
さ

幾
代
ま
で
に
か
年
は
経
ぬ
ら
む
（
⑨
-
七
一
六
）

右
の
一
首
、
或
は
云
は
く
、
川
島
皇
子
の
御
作
歌
と
い
ふ
。

つ
ま
り
こ
の
歌
は
萬
葉
集
に
お
い
て
も
作
者
が
「
川
島
皇
子
」
で

あ
っ
た
り
「
山
上
憶
良
」
で
あ
っ
た
り
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題

に
つ
い
て
は
、
憶
良
が
川
島
皇
子
の
代
作
を
し
た
、
或
い
は
憶
良
が

詠
ん
だ
歌
で
は
あ
る
が
、
川
島
皇
子
の
作
と
し
て
公
表
さ
れ
た
、
な

ど
と
い
う
見
方
が
一
般
的
で
あ
る
。

中
西
氏
は
、
『
歌
経
標
式
』
が
作
者
と
す
る
「
角
沙
弥
」
（
―
-
ノ
四

に
も
登
場
）
を
、
巻
三
・
ニ
九
―
―
ー
ニ
九
五
番
歌
の
作
者
「
角
麻
呂
」

と
同
一
人
物
で
は
な
い
か
と
し
、
彼
を
川
島
・
憶
良
に
続
く
「
第
三

の
作
者
」
と
位
置
付
け
る
。
そ
し
て
そ
の
異
伝
を
許
容
す
る
背
景
が

萬
葉
の
中
に
窺
わ
れ
る
と
す
る
。
浜
成
が
知
る
こ
の
歌
の
作
者
は
角

沙
弥
で
あ
り
、
浜
成
は
萬
葉
集
を
見
て
も
見
な
く
て
も
、
お
そ
ら
く

「
角
沙
弥
」
と
記
載
し
た
の
だ
ろ
う
。
萬
葉
の
編
者
が
見
聞
き
し
た

の
と
は
別
の
伝
承
が
、
浜
成
の
周
辺
に
は
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
集
中
で
は
作
者
未
詳
で
あ
っ
た
も
の
に
作
者
名
が
付
加
さ

れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

あ
き
か
ぜ
の
ひ
に
け
に
ふ
け
ば
み
づ
く
き
の
（
ニ
ノ
一
頭
尾
）

こ
の
歌
は
「
秋
風
の
日
に
異
に
吹
け
ば
水
茎
の
岡
の
木
の
葉
も
色

付
き
に
け
り
」
（
⑩
-
―
-
九
三
）
と
第
一
二
句
ま
で
が
一
致
し
て
い
る
。

た
だ
し
作
者
は
柿
本
若
子
（
人
麻
呂
か
）
で
は
な
く
、
作
者
未
詳
歌

で
あ
る
。

（
ニ
ノ
―
―
胸
尾
）

作
者
の
高
市
里
人
は
未
詳
。
「
黒
」
の
誤
写
で
、
「
高
市
黒
人
」
の

こ
と
か
と
い
う
。
こ
の
歌
も
第
二
旬
ま
で
同
じ
歌
が
巻
十
に
見
え
る
。

(27) 

白
露
と
秋
の
萩
と
は
恋
ひ
乱
れ

別
く
こ
と
難
き
我
が
心
か
も
(
-
―
―
七
一
）

先
の
例
同
様
、
こ
れ
も
作
者
未
詳
歌
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
元
々
人

麻
呂
な
い
し
黒
人
の
作
歌
だ
っ
た
も
の
が
萬
葉
集
で
作
者
未
詳
と
さ

れ
た
の
で
は
な
く
、
元
々
作
者
未
詳
で
あ
っ
た
も
の
に
、
著
名
な
歌

人
の
名
が
付
加
さ
れ
、
伝
承
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
例
か
ら
、
浜
成
の
周
辺
に
は
、
萬
葉
の
編
者
が
見
聞
き

し
た
の
と
は
異
な
る
伝
承
が
存
在
し
た
こ
と
が
確
認
出
来
る
。
安
倍

女
郎
の
歌
が
但
馬
皇
女
の
作
歌
と
し
て
伝
え
ら
れ
た
の
も
、
浜
成
が

：
高
市
里
人
の
秋
の
歌
に
日
は
く
、

し
ら
つ
ゆ
と
あ
き
の
は
ぎ
と
は
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が
萬
葉
集
巻
二
挽
歌
の
部
の
、

伝
承
に
基
づ
き
、
そ
う
認
識
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

や
は
り
但
馬
皇
女
の
恋
に
ま
つ
わ
る
伝
承
は
、
巻
二
相
聞
の
部
に
、

物
語
的
な
題
詞
と
共
に
配
列
さ
れ
て
か
ら
起
こ
っ
た
も
の
で
は
な

く
、
そ
れ
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
伝
承
の
一
端
が

萬
葉
集
に
、
別
の
一
端
が
藤
原
浜
成
を
通
じ
て
『
歌
経
標
式
』
に
い
っ

た
結
果
、
「
今
更
に
」
の
歌
が
但
馬
皇
女
の
作
と
し
て
『
歌
経
標
式
』

に
載
っ
た
も
の
と
推
察
出
来
る
。

も
っ
と
も
、
伊
藤
博
『
万
葉
集
の
構
造
と
成
立
』
（
塙
書
房
、
昭

49)
に
よ
れ
ば
、
萬
葉
集
巻
二
は
元
明
天
皇
の
時
代
に
成
立
し
て
お

り
、
浜
成
が
巻
二
を
見
て
い
た
可
能
性
は
十
分
あ
る
。
『
歌
経
標
式
』

に
収
め
ら
れ
た
大
伯
皇
女
の
作
歌
、

：
失
て
る
は
、
大
伯
内
親
王
、
大
津
親
王
を
恋
ふ
る
歌
に
日
へ

る
が
如
し
。

か
む
か
ぜ
の
い
せ
の
く
に
に
も
あ
ら
ま
し
を
（
ニ
ノ
ニ
胸
尾
）

：
失
て
る
は
、
大
伯
内
親
王
の
斎
宮
よ
り
至
り
て
大
津
親
王
を

恋
ふ
る
歌
に
日
へ
る
が
如
し
。

み
ま
く
ほ
り
わ
が
も
ふ
き
み
も
あ
ら
な
く
に

な
に
に
か
き
け
む
う
ま
つ
か
ら
し
に
（
ニ
ノ
六
同
声
韻
）

四
、
伝
承
者
と
し
て
の
坂
上
郎
女

神
風
の
伊
勢
の
国
に
も
あ
ら
ま
し
を

な
に
し
か
来
け
む
君
も
あ
ら
な
く
に
（
②
-
六
三
）

見
ま
く
欲
り
我
が
す
る
君
も
あ
ら
な
く
に

な
に
し
か
来
け
む
馬
疲
る
る
に
（
②
-
六
四
）

と
ほ
ぽ
一
致
す
る
こ
と
か
ら
も
、
浜
成
が
巻
二
を
踏
ま
え
て
例
歌
の

作
歌
事
情
を
記
し
た
可
能
性
は
高
い
と
言
え
よ
う
。
そ
う
な
る
と
浜

成
は
自
身
の
周
辺
に
あ
っ
た
伝
承
だ
け
で
な
く
、
巻
二
の
記
載
も
参

考
に
し
て
、
但
馬
皇
女
の
歌
を
こ
こ
に
載
せ
た
こ
と
に
な
る
。

但
馬
皇
女
と
穂
積
皇
子
の
恋
愛
事
件
は
、
持
統
朝
の
一
大
ス
キ
ャ

ン
ダ
ル
と
し
て
、
「
密
通
」
発
覚
当
初
か
ら
盛
ん
に
噂
さ
れ
て
い
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
事
件
の
当
事
者
全
て
が
世
を
去
っ

た
後
は
、
そ
の
噂
は
「
伝
承
」
に
形
を
変
え
、
事
件
を
知
ら
な
い
人
々

の
間
で
も
語
り
継
が
れ
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
巻
二
相

聞
の
部
で
、
但
馬
皇
女
作
歌
三
首
（
―
-
四

i
-
―
六
）
が
「
歌
物

語
的
」
に
配
列
さ
れ
た
背
後
に
は
、
こ
の
「
伝
承
」
が
存
在
し
て
い

る
時
に
作
ら
す
歌
二
首

大
津
皇
子
の
甍
ぜ
し
後
に
、
大
伯
皇
女
、
伊
勢
の
斎
宮
よ
り
京
に
上
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た
は
ず
で
あ
る
。

萬
薬
集
巻
一
一
相
聞
の
部
は
、
は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
「
物
語

性
」
が
非
常
に
強
く
、
「
白
鳳
宮
廷
ロ
マ
ン
ス
歌
集
」
と
称
さ
れ
る

が
、
そ
の
中
核
を
成
す
の
が
、
「
石
川
郎
女
（
女
郎
）
」
を
巡
る
歌
群

で
あ
る
。
阿
蘇
瑞
枝
「
石
川
郎
女
」
（
『
万
葉
和
歌
史
論
考
』
笠
間
書

院
、
平
4
、
初
出
・
昭
52)
は
、
彼
女
を
坂
上
郎
女
の
母
で
あ
る
「
石

川
内
命
婦
」
と
同
一
人
物
で
あ
る
と
し
、
彼
女
の
字
が
「
山
田
郎
女
」

（
②
-
―
-
九
左
注
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
山
田
の
地
を
本
居
と
し
た

蘇
我
倉
山
田
石
川
麻
呂
の
系
統
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
言
う
。

「
石
川
郎
女
」
の
娘
が
坂
上
郎
女
で
あ
れ
ば
、
「
石
川
郎
女
」
を
巡
る

恋
の
歌
を
蒐
集
し
、
巻
二
編
者
に
伝
え
た
人
物
と
し
て
、
坂
上
郎
女

を
想
定
す
る
こ
と
も
十
分
可
能
で
あ
ろ
う
。

先
に
、
巻
八
の
穂
積
・
但
馬
作
歌
を
蒐
集
し
た
人
物
と
し
て
坂
上

郎
女
を
想
定
す
る
こ
と
も
可
能
か
と
述
べ
た
が
、
巻
―
一
の
「
石
川
郎

女
」
歌
群
に
も
、
坂
上
郎
女
の
介
人
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
、
そ
れ
と

同
様
に
、
但
馬
皇
女
の
三
首
（
―
-
四
＼
―
-
六
）
を
伝
え
た
の
も

彼
女
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

坂
上
郎
女
が
一
一
人
の
恋
愛
事
件
を
知
っ
て
い
た
こ
と
を
証
明
す
る

歌
が
、
巻
八
・
秋
の
雑
歌
中
に
あ
る
。

吉
隠
の
猪
飼
の
山
に
伏
す
鹿
の

妻
呼
ぶ
声
を
聞
く
が
と
も
し
さ
（
⑧
-
五
六
一
）

集
中
「
吉
隠
の
猪
飼
」
を
詠
ん
だ
も
の
は
、
こ
の
他
に
た
だ
一
例
。

穂
積
皇
子
が
亡
き
但
馬
皇
女
を
思
っ
て
詠
ん
だ
挽
歌
の
み
で
あ
る
。

但
馬
皇
女
の
甍
ぜ
し
後
に
、
穂
積
皇
子
、
冬
の
日
雪
の
降
る
に
、
御

墓
を
遥
か
に
望
み
、
悲
傷
流
悌
し
て
作
ら
す
歌
一
首

降
る
雪
は
あ
は
に
な
降
り
そ
吉
隠
の

猪
養
の
岡
の
寒
か
ら
ま
く
に
（
②
二

0111)

こ
の
二
首
の
関
連
に
つ
い
て
、
赤
羽
学
「
『
万
菓
集
』
巻

八
・
一
五
六
〇
「
始
見
之
崎
」
の
訓
み
方
と
穂
積
皇
子
の
相
聞
の
可

能
性
」
（
先
掲
）
の
中
に
、
興
味
深
い
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。

一
五
六
一
の
歌
が
、
但
馬
皇
女
を
失
っ
て
悲
嘆
に
く
れ
る
穂
積

皇
子
の
姿
を
寓
し
て
い
る
と
見
れ
ば
、
郎
女
は
、
但
馬
皇
女
在

世
中
か
ら
皇
子
の
寵
を
受
け
て
お
り
、
穂
積
皇
子
に
呼
ば
れ
る

亡
き
但
馬
皇
女
に
対
し
て
、
羨
望
と
も
嫉
妬
と
も
つ
か
ぬ
複
雑

な
女
性
心
理
の
渦
中
に
あ
り
、
そ
れ
が
下
旬
の
「
ツ
マ
ヨ
ブ
コ

ヱ
ヲ
キ
ク
ガ
ト
モ
シ
サ
」
に
表
白
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一
五
六
一
番
歌
の
詠
作
時
期
は
、
配
列
的
に
穂
積
皇
子
甍
去
後
と

思
わ
れ
る
の
で
、
そ
の
点
で
は
赤
羽
氏
の
論
に
賛
同
は
出
来
な
い
の

だ
が
、
「
と
も
し
」
を
「
亡
き
但
馬
皇
女
へ
の
羨
望
」
と
す
る
見
方

は
支
持
し
た
い
。
遠
藤
宏
「
猪
飼
の
山
の
鹿
鳴
ー
大
伴
坂
上
郎
女
の
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羨
望
ー
」
（
「
文
教
大
学
女
子
短
期
大
学
部
・
文
芸
論
叢
」
二
十
七
、

平
3
.
3
)
で
も
同
様
に
、
但
馬
へ
の
郎
女
の
羨
望
を
読
み
取
っ
て

い
る
。穂

積
皇
子
の
挽
歌
と
、
但
馬
皇
女
へ
の
思
い
を
知
ら
な
け
れ
ば
、

ニ
在
ハ
一
番
歌
は
詠
め
な
い
。
郎
女
は
全
て
を
知
っ
た
上
で
、
穂
積

の
寵
愛
を
受
け
入
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
巻
二
と
巻
八
、
双
方
に

彼
女
の
関
与
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
ど
ち
ら
に
も
同
じ
「
伝
承
の
痕
跡
」

が
見
ら
れ
る
こ
と
に
説
明
が
付
く
。
ま
た
、
巻
八
の
三
首
(
-
五
一
三

＼
一
五
一
五
）
が
、
巻
二
相
聞
の
部
詞
様
に
、
「
物
語
的
」
に
配
列

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
納
得
が
い
く
。

こ
う
し
て
、
一
一
度
に
渉
っ
て
坂
上
郎
女
の
手
を
経
た
、
但
馬
皇
女

と
穂
積
白
毛
子
の
恋
に
ま
つ
わ
る
伝
承
は
、
郎
女
亡
き
後
も
続
い
て
い

た
よ
う
で
、
萬
葉
の
時
代
か
ら
遥
か
に
下
っ
た
『
古
今
和
歌
六
帖
』

の
中
に
も
、
巻
二
の
但
馬
皇
女
作
歌
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。

秋
の
田
の
ほ
に
け
の
ま
す
ら
か
た
よ
り
に
君
が
よ
り
な
ば

こ
こ
ち
よ
く
な
ら
ん
（
一
―
―
―
-
、
ほ
づ
み
の
わ
う
じ
）

お
く
れ
ゐ
て
こ
ひ
つ
つ
あ
ら
ず
は
お
ひ
ゆ
か
ん

み
ち
の
ま
に
ま
に
し
め
ゆ
へ
わ
が
せ

（
二
六
一

0
、
み
し
ま
の
王
女
）

ひ
と
ご
と
を
し
げ
み
こ
ち
た
み
お
ひ
の
よ
に
い
ま
だ
わ
た
ら
ぬ

あ
さ
か
は
わ
た
る
（
二
六
六
四
、
ほ
づ
み
の
王
子
）

だ
が
、
こ
こ
で
は
も
は
や
作
者
「
但
馬
皇
女
」
の
名
は
消
え
、
彼

女
の
恋
に
ま
つ
わ
る
伝
承
だ
け
が
残
っ
た
状
態
で
あ
る
。
二
首
の
作

者
が
「
穂
積
皇
子
」
で
あ
る
こ
と
が
、
ま
だ
若
干
事
実
を
伝
え
て
い

る
も
の
の
、
二
人
の
恋
は
こ
の
頃
に
は
著
し
く
抽
象
化
さ
れ
、
曖
昧

な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
で
も
こ
の
時

代
ま
で
伝
承
が
続
い
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
藤
原
朝
か
ら
平

安
時
代
の
中
頃
に
至
る
ま
で
、
人
々
に
愛
さ
れ
、
語
り
継
が
れ
た
歌

群
で
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

以
上
、
本
稿
で
は
但
馬
皇
女
と
穂
積
皇
子
の
恋
に
関
す
る
「
伝
承
」

の
過
程
に
つ
い
て
考
察
し
、
巻
二
の
但
馬
皇
女
作
歌
の
配
列
、
巻
八
・

秋
の
雑
歌
三
首
の
配
列
、
『
歌
経
標
式
』
の
但
馬
皇
女
歌
、
い
ず
れ

に
も
伝
承
の
痕
跡
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
確
認
出
来
た
。
筆
者
は
、
伝

承
の
鍵
を
握
る
人
物
と
し
て
、
大
伴
坂
上
郎
女
を
想
定
し
た
が
、
こ

の
こ
と
は
巻
二
相
聞
の
部
の
編
纂
に
も
関
わ
っ
て
く
る
重
要
な
問
題

で
あ
る
と
考
え
る
。

〈注〉底
本
と
し
て
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
（
以
下
『
新
編
全
集
』
）
の
『
万

薬
集
」
を
使
用
し
た
。
そ
の
他
、
『
歌
経
標
式
』
は
沖
森
卓
也
ら
『
歌
経
標

＊
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式
注
釈
と
研
究
』
（
桜
楓
社
、
平
5
)
、
『
懐
風
藻
』
は
林
古
渓
『
懐
風
藻
新
註
」

（
明
治
書
院
、
昭
33)
を
使
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
以
下
の
書
名
は
便
宜
上
、

日
本
古
典
文
学
大
系
は
『
旧
大
系
』
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
は
『
新
大
系
』
、

日
本
古
典
文
学
全
集
は
『
旧
全
集
」
と
表
記
す
る
。

ー
．
岡
内
弘
子
「
但
馬
皇
女
御
作
歌
三
首
」
（
『
萬
葉
学
藻
』
塙
書
房
、
平
8
)

2
．
穂
積
皇
＋
は
吉
野
の
盟
約
に
名
を
連
ね
て
い
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
天
武

の
皇
子
の
中
で
は
年
少
の
方
と
見
ら
れ
て
い
る
。
武
市
香
織
「
天
武
諸
皇

子
の
出
生
順
と
続
紀
の
序
列
基
準
に
つ
い
て
」
（
「
万
葉
」
―
七
一
二
、
平
1
2
.

5
)
な
ど
に
よ
れ
ば
「
第
六
子
」
。

3
．
川
上
氏
は
「
高
市
皇
子
と
十
市
皇
女
」
「
高
市
皇
子
と
但
馬
皇
女
」
「
但
馬

皇
女
と
穂
積
皇
子
」
「
穂
積
皇
子
と
大
伴
坂
上
郎
女
」
「
坂
上
郎
女
と
藤
原

麻
呂
（
或
い
は
大
伴
宿
奈
麻
呂
）
」
と
い
う
「
ロ
マ
ン
ス
の
時
間
的
展
開
」

が
意
図
さ
れ
て
い
た
と
推
定
し
て
い
る
。

4
.

「
標
」
に
関
し
て
は
従
来
の
「
道
し
る
べ
の
印
」
と
い
う
見
解
を
否
定
し
、

「
通
せ
ん
ぼ
の
縄
」
と
解
す
る
浅
見
徹
「
標
結
へ
我
が
夫
」
（
『
万
葉
学
論
攻
』

続
群
書
類
従
完
成
会
、
平
2
)
や
『
新
編
全
集
』
、
「
追
ひ
及
か
む
」
の
時

点
で
但
馬
は
既
に
、
穂
積
の
占
有
す
る
土
地
の
内
側
に
あ
る
の
で
、
二
人

を
追
う
者
の
立
ち
入
り
を
阻
む
た
め
の
標
と
す
る
、
神
永
あ
い
子
「
『
標

結
へ
我
が
背
』

I

但
馬
皇
女
が
望
ん
だ
も
の
」
（
「
青
山
語
文
」
―
―
-
+
-
、

平
1
3
.
3
)
も
あ
る
が
、
集
中
に
は
「
大
伴
の
遠
つ
神
祖
の
奥
つ
城
は
著

く
標
立
て
人
の
知
る
べ
<
」
(
⑱
四

0
九
六
、
家
持
）
の
よ
う
に
「
目
印
」

と
解
せ
る
「
標
」
の
例
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
は
従
来
通
り
「
道
し
る
べ
」

と
解
し
て
良
い
と
思
わ
れ
る
。

5
．
井
手
至
「
上
代
に
お
け
る
『
隈
』
」
（
『
遊
文
録
』
説
話
民
俗
篇
、
和
泉
書
院
、

平
16
、
初
出
・
昭
54)
に
よ
る
と
、
「
隈
」
に
は
邪
悪
な
者
の
異
郷
か
ら
の

侵
入
を
遮
り
遠
ざ
け
る
手
立
て
の
一
っ
と
し
て
「
障
神
」
が
祭
ら
れ
て
お
り
、

「
隈
」
に
入
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
者
は
、
そ
の
神
に
手
向
け
を
し
、
賂
を
捧

げ
て
鎮
魂
し
、
危
険
が
身
に
及
ば
な
い
よ
う
に
通
行
許
可
を
得
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
信
じ
ら
れ
た
と
い
う
。
ま
た
、
集
中
の
用
例
を
検
討
す
る
と
、

「
隈
」
が
旅
路
の
途
中
に
良
く
出
て
く
る
。

：
川
隈
の
八
十
卿
落
ち
ず
：
か
へ
り
見
し
つ
つ

玉
梓
の
道
行
き
暮
ら
し
：
（
①
七
九
）

・
・
行
き
隠
れ
る
島
の
崎
々
隈
も
置
か
ず

思
ひ
そ
我
が
来
る
旅
の

B
長
み
（
⑥
九
四
二
）

：
道
の
隈
八
十
隈
ご
と
に
嶼
き
つ
つ
我
が
過
ぎ
行
け
ば

い
や
遠
に
里
離
り
来
ぬ
：
（
⑬
-
三
一
四
0
)

百
卿
の
道
は
来
に
し
を
ま
た
更
に

八
十
島
過
ぎ
て
別
れ
か
行
か
む
（
⑳
四
一
―
―
三
九
）

こ
れ
ら
の
例
か
ら
窺
え
る
「
隈
」
の
性
格
は
「
旅
人
が
そ
こ
で
一
度
立
ち

止
ま
り
、
通
っ
て
来
た
道
を
振
り
返
る
」
境
界
の
地
点
だ
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

6
.

「
朝
川
渡
る
」
の
解
釈
は
お
よ
そ
以
下
の
通
り
。

・
「
浅
川
」

11

浅
い
契
り

：
『
万
葉
考
」
、
中
西
進
「
水
辺
の
婚
」
（
万
葉
論
集
第
二
巻
『
万
葉
集
の

比
較
文
学
的
研
究
（
下
）
』
講
談
社
、
平
7
)

・
死
者
の
川
渡
り

•
•
藤
田
勝
「
『
朝
川
渡
る
』
の
解
釈
に
つ
い
て
」
（
「
美
夫
君
志
」
二
十
一
、

昭
5
2
.
2
)
、
森
重
敏
『
万
葉
集
栞
抄
」
（
和
泉
書
院
、
平
4
)

．
恋
の
成
就
を
願
う
。

：
『
万
葉
代
匠
記
」
精
撰
本
、
伊
藤
博
『
万
葉
集
釈
注
』

・
実
体
験
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a
．
但
馬
皇
女
が
朝
、
川
を
渡
っ
て
穂
積
皇
子
に
会
い
に
行
っ
た
。

•
•
新
旧
全
集
、
新
旧
大
系
、
岡
内
弘
子
先
掲
論
文
な
ど
。

b
．
但
馬
皇
女
が
朝
、
川
を
渡
っ
て
穂
積
皇
子
の
所
か
ら
帰
っ
て
来
た
。

•
•
土
屋
文
明
「
万
葉
集
私
注
』
稲
岡
耕
―
-
「
万
葉
集
全
注
』
、
黒
沢
幸
三
「
穂

積
皇
子
と
但
馬
皇
女
」
（
「
文
学
」
四
十
六
巻
九
号
、
昭
5
3
.
9
)
な
ど
。

単
な
る
比
喩
表
現
と
見
る
に
は
「
己
が
世
」
「
朝
川
」
な
ど
の
表
現
が
「
異
質
」

で
あ
り
、
や
は
り
実
体
験
を
詠
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、

b
の
場
合
、

「
「
朝
』
は
男
女
が
逢
っ
て
別
れ
る
時
で
あ
る
。
異
常
な
仲
で
あ
れ
ば
あ
る

ほ
ど
、
む
し
ろ
暗
い
夜
に
尋
ね
て
夜
の
明
け
ぬ
う
ち
に
帰
る
の
が
普
通
で
あ

ろ
う
。
」
と
い
う
「
釈
注
」
の
指
摘
す
る
疑
問
が
残
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ

こ
は
朝
、
逢
い
に
行
っ
た
と
解
す
る
べ
き
だ
と
思
う
が
、
前
歌
で
近
江
に
派

遣
さ
れ
た
穂
積
を
追
っ
て
い
っ
た
、
と
す
る
岡
内
氏
の
見
解
に
は
従
え
な
い
。

7
．
賀
古
明
「
但
馬
皇
女
と
穂
積
皇
子
と
の
恋
」
（
「
国
文
学
」
十
一
巻
十
三
号
、

昭
40.11)
や
廣
岡
義
隆
「
但
馬
皇
女
と
穂
積
皇
子
の
歌
に
つ
い
て
ー
『
言

寄
せ
」
の
世
界
ー
」
（
「
人
文
論
叢
」
二
、
昭
6
0
.
3
)

で
は
、
題
詞
に
記

さ
れ
て
い
る
二
人
の
密
通
事
件
を
否
定
す
る
が
、
私
は
例
え
題
詞
が
後
付

け
の
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
事
件
そ
の
も
の
は
「
創
作
」
で
は
な
く
「
実

体
験
」
で
あ
る
と
考
え
る
。

8
．
集
中
の
「
ズ
ハ
(
|
マ
シ
ヲ
）
」
型
の
例
を
見
る
と
、

後
れ
居
て
恋
ひ
つ
つ
あ
ら
ず
は
紀
伊
の
国
の
妹
背
の
山
に
あ
ら
ま
し

も
の
を
（
④
五
四
四
）

後
れ
居
て
長
恋
せ
ず
は
み
園
生
の
梅
の
花
に
も
な
ら
ま
し
も
の
を
（
⑤

八
六
四
）

な
か
な
か
に
君
に
恋
ひ
ず
は
比
良
の
浦
の
海
人
な
ら
ま
し
を
玉
藻
刈

り
つ
つ
（
⑪
二
七
四
三
）

の
よ
う
に
、
（
恋
の
）
物
思
い
を
し
な
く
て
済
む
別
の
存
在
に
な
り
た
い
と

願
う
か
、か

く
ば
か
り
恋
ひ
つ
つ
あ
ら
ず
は
高
山
の
岩
根
し
ま
き
て
死
な
ま
し

も
の
を
（
②
八
六
）

秋
萩
の
上
に
置
き
た
る
白
露
の
消
か
も
し
な
ま
し
恋
ひ
つ
つ
あ
ら
ず

は
（
⑧
-
六
0
八）

我
妹
子
に
恋
ひ
つ
つ
あ
ら
ず
は
刈
り
薦
の
思
ひ
乱
れ
て
死
ぬ
べ
き
も

の
を
（
⑪
二
七
六
五
）

の
よ
う
に
、
「
い
っ
そ
死
ん
で
し
ま
い
た
い
、
消
え
て
し
ま
い
た
い
。
」
と

い
う
嘆
き
を
詠
ん
だ
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
従
っ
て
、
但
馬
皇
女
の

―
一
五
番
歌
の
よ
う
な
「
追
っ
て
い
き
た
い
」
と
い
う
積
極
的
な
行
為
を

詠
ん
だ
も
の
は
異
例
で
あ
る
と
言
え
る
。

9
．
廣
岡
氏
は
一
一
五
番
歌
を
、
類
型
表
現
の
中
に
あ
る
も
の
と
し
、
但
馬
皇

女
の
真
作
で
は
な
く
、
第
三
者
の
仮
託
で
は
な
い
か
と
す
る
。
そ
の
為
、
「
原

初
段
階
」
に
一
―
五
番
歌
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
だ
が
私
は
一
―
五
番
歌

も
但
馬
皇
女
の
実
作
と
見
る
。

10
．
穂
積
皇
子
の
近
江
派
遣
に
つ
い
て
は
、
単
な
る
勅
使
と
見
る
も
の
（
賀
古
明

先
掲
論
文
、
黒
沢
幸
一
二
先
掲
論
文
）
と
、
但
馬
皇
女
と
の
こ
と
が
原
因
と
す

る
も
の
（
『
万
葉
集
釈
注
」
）
と
が
あ
る
が
、
史
書
に
記
録
が
な
い
こ
と
、
題

詞
は
編
者
の
完
全
な
創
作
と
は
考
え
づ
ら
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
二
人
の
密
通

発
覚
後
、
持
統
天
皇
の
配
慮
で
事
件
の
ほ
と
ぽ
り
が
冷
め
る
ま
で
穂
積
を
一

時
都
か
ら
遠
ざ
け
た
、
と
い
う
の
が
こ
の
派
遣
の
実
態
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

よ
っ
て
、
一
―
五
の
時
点
で
既
に
密
通
は
発
覚
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

11.
「
時
代
別
国
語
大
辞
典
」
上
代
編
（
三
省
堂
、
昭
42)

12
．
黒
沢
幸
三
先
掲
論
文
で
は
、
大
宝
三
年
頃
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
藤
原
宮

跡
出
土
の
木
簡
に
「
多
治
麻
内
親
王
宮
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目

し
、
「
高
市
と
の
間
に
子
の
な
か
っ
た
皇
女
は
あ
ら
た
に
内
親
王
の
宮
を
設
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営
し
、
寡
婦
と
し
て
生
活
し
て
い
た
」
と
推
察
す
る
。
こ
の
木
簡
は
、
但

馬
と
穂
積
の
再
婚
を
否
定
す
る
重
要
な
物
証
と
い
え
よ
う
。

13
．
雁
の
飛
来
時
期
と
黄
菓
の
時
期
は
ほ
ぽ
一
致
す
る
。

雁
が
ね
は
今
は
来
鳴
き
ぬ
我
が
待
ち
し
黄
葉
は
や
継
げ
待
た
ば
苦
し

も
（
⑩
-
・
-
八
ー
[
)

雁
が
ね
の
来
嗚
き
し
な
へ
に
韓
衣
竜
田
の
山
は
も
み
ち
そ
め
た
り
（
⑩

ご
一
九
四
）

雁
が
ね
の
声
聞
く
な
へ
に
明
日
よ
り
は
春
日
の
山
は
も
み
ち
そ
め
な

む
（
⑩
-
―
-
九
五
）

大
原
真
人
今
城
の
歌
に
「
秋
さ
れ
ば
春
日
の
山
の
黄
業
見
る
奈
良
の
都
の

荒
る
ら
く
惜
し
も
」
（
⑧
^
六
0
四
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、

平
城
京
の
人
々
に
と
っ
て
「
春
日
山
」
は
非
常
に
馴
染
み
の
あ
る
、
黄
葉

の
名
所
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

14
．
集
中
の
「
心
痛
し
」
（
類
似
の
例
も
含
む
。
）
に
は
「
季
節
に
対
す
る
感
慨
」

と
捉
え
ら
れ
る
も
の
は
ー
つ
も
な
い
。

秋
と
い
へ
ば
心
そ
痛
き
う
た
て
異
に
花
に
な
そ
へ
て
見
ま
く
欲
り
か

も
（
⑳
四
こ
〇
七
）

移
り
行
く
時
見
る
ご
と
に
心
痛
く
昔
の
人
し
思
ほ
ゆ
る
か
も
（
⑳

四
四
八
三
）

右
に
示
し
た
家
持
の
例
は
、
一
見
す
る
と
「
季
節
に
対
す
る
感
慨
」
に
見

え
る
か
、
前
者
は
七
夕
歌
で
あ
り
、
後
者
の
主
題
は
「
季
節
の
推
移
」
で

は
な
く
「
時
勢
の
移
ろ
い
」
に
あ
る
の
で
、
ど
ち
ら
も
「
悲
秋
」
の
よ
う

な
漠
然
と
し
た
感
慨
と
は
異
な
る
。

15
．
宋
直
は
、
師
・
屈
原
の
心
に
な
っ
て
原
の
辞
句
を
用
い
、
原
の
為
に
「
九
弁
」

を
詠
ん
だ
と
さ
れ
る
。
「
九
弁
」
の
第
一
段
に
、
「
悲
哉
秋
之
為
気
也
癖
嬰

分
草
木
揺
落
而
変
衰
」
（
悲
し
い
か
な
、
秋
の
気
た
る
や
。
癖
琵
た
り
、
草

木
揺
落
し
て
変
衰
す
。
）
と
あ
る
。
（
星
川
消
孝
『
楚
辞
』
新
釈
漢
文
大
系
、

明
治
書
院
、
昭
45
参
照
。
）

16
．
穂
積
皇
子
の
時
代
よ
り
少
し
下
る
が
、
下
毛
野
虫
麻
呂
の
漠
詩
に
、
宋
玉

「
九
弁
」
の
内
容
に
触
れ
た
箇
所
が
あ
る
の
で
挙
げ
て
お
く
。
（
『
懐
風
藻
』

六
五
番
）
こ
れ
は
穂
積
皇
子
が
「
九
弁
」
を

H
に
し
て
い
た
と
い
う
一
っ

の
傍
証
に
な
ろ
う
。

五
言
秋

H
於
長
王
宅
宴
新
羅
客

夫
秋
風
已
発
張
歩
兵
所
以
思
帰
秋
気
可
悲
宋
大
夫
於
焉
偽
志
・
・

（
そ
れ
秋
風
す
で
に
発
す
。
張
歩
兵
が
、
帰
を
思
ふ
ゆ
ゑ
ん
。
秋
気
、
悲

し
む
べ
し
。
宋
大
夫
、
こ
こ
に
志
を
傷
ま
し
む
。
）

「
宋
大
夫
」
と
は
宋
玉
の
こ
と
で
あ
り
、
「
秋
気
可
悲
」
と
い
う
の
も
「
九
弁
」

の
「
悲
哉
秋
之
為
気
也
」
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。
小
島
憲
之
「
漢
字
・

漢
文
学
の
も
た
ら
し
た
も
の
」
（
『
講
座
日
本
文
学
』
1
•

上
代
編
I

、
岩

波
書
店
、
昭
43)
に
よ
る
と
、
宋
玉
「
九
弁
」
を
踏
ま
え
て
詠
作
さ
れ
た
、

文
選
所
収
の
晋
人
滑
岳
の
「
秋
興
賦
」
と
い
う
作
品
が
あ
り
、
こ
の
賦
を

元
に
し
て
詠
ま
れ
た
の
が
次
の
石
上
乙
麻
呂
の
漢
詩
で
あ
る
と
い
う
。
（
「
懐

風
藻
』
一
三
一
番
）

五
言
贈
橡
公
之
遷
任
人
京
一
首

余
含
南
裔
怨
君
詠
北
征
詩
詩
興
哀
秋
節
傷
哉
愧
樹
衰
弾
琴
顧
落
景

歩
月
誰
逢
稀
相
望
天
垂
別
分
後
莫
長
違

（
余
は
含
む
、
南
裔
の
怨
、
君
は
詠
ず
、
北
征
の
詩
。
詩
興
、
秋
節
を
哀
れ
む
。

痛
ま
し
い
か
な
、
愧
樹
の
衰
ふ
る
こ
と
。
琴
を
弾
じ
て
、
落
景
を
顧
み
、

月
に
歩
し
て
、
誰
逢
稀
。
相
望
ん
で
、
天
垂
に
別
る
。
分
後
、
長
く
違

ふ
こ
と
な
か
れ
。
）

ま
た
藤
原
宇
合
が
常
陸
の
官
で
あ
っ
た
時
、
京
に
残
っ
て
い
る
友
人
に
送
っ

た
詩
（
『
懐
風
藻
』
八
九
番
）
の
中
に
見
ら
れ
る
「
懸
椙
長
悲
揺
落
秋
」
（
椙
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を
懸
け
て
長
く
悲
し
む
、
揺
落
の
秋
）
に
も
、
同
じ
く
「
秋
興
賦
」
の
影

響
が
見
ら
れ
る
と
い
う
。
従
っ
て
、
和
歌
の
枇
界
で
は
余
り
浸
透
し
な
か
っ

た
「
悲
秋
」
の
概
念
も
、
漢
詩
の
世
界
で
は
一
般
的
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

17
．
挽
歌
に
見
ら
れ
る
「
黄
葉
」
の
例
は
全
十
例
。

ま
草
刈
る
荒
野
に
は
あ
れ
ど
も
み
ち
葉
の
過
ぎ
に
し
君
の
形
見
と
そ
来

し
（
①
四
七
）

・
・
沖
つ
藻
の
な
び
き
し
妹
は
も
み
ち
葉
の
過
ぎ
て
去
に
き
と
玉
梓
の
使

ひ
の
言
へ
ば
：
（
②
二

0
七）

も
み
ち
葉
の
散
り
行
く
な
へ
に
玉
梓
の
使
ひ
を
見
れ
ば
逢
ひ
し
日
思
ほ

ゆ
（
②
―

1
0
九）

見
れ
ど
飽
か
ず
い
ま
し
し
君
が
も
み
ち
葉
の
う
つ
ろ
ひ
行
け
ば
悲
し
く

も
あ
る
か
（
③
四
五
九
）

秋
山
の
剌
鄭
あ
は
れ
と
う
ら
ぶ
れ
て
入
り
に
し
妹
は
待
て
ど
来
ま
さ
ず

（
⑦
-
四

0
九）

・
・
筑
紫
の
山
の
も
み
ち
葉
の
散
り
過
ぎ
に
き
と
君
が
た
だ
か
を
（
⑬

三＝―-―-三）

：
い
つ
し
か
と
我
が
待
ち
居
れ
ば
も
み
ち
葉
の
過
ぎ
て
去
に
き
と
玉
梓

の
：
（
⑬
三
一
二
四
四
）

も
み
ち
葉
の
散
り
な
む
山
に
宿
り
ぬ
る
君
を
待
っ
ら
む
人
し
か
な
し
も

（⑮-―-六九――-）

18
．
黒
沢
氏
は
、
雁
の
飛
来
の
時
期
が
萩
の
咲
き
始
め
の
時
期
に
近
い
こ
と
、

大
和
で
萩
が
咲
き
出
す
の
が
八
月
中
旬
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
こ
の
歌

を
一
五
一
四
と
同
時
期
の
詠
と
し
て
、
「
但
馬
皇
女
の
命
日
は
六
月
二
五
日

で
、
こ
れ
は
陽
暦
の
八
月
一
四
日
に
あ
た
る
。
す
る
と
穂
積
は
明
白
に
但

馬
皇
女
の
命
日
を
意
識
し
て
作
歌
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
」
と
す
る
が
、

一
五
一
四
番
歌
か
ら
は
但
馬
皇
女
へ
の
思
い
を
想
起
出
来
な
い
し
、
「
秋

萩
は
雁
に
逢
は
じ
と
言
へ
れ
ば
か
声
を
聞
き
て
は
花
に
散
り
ぬ
る
」
（
⑩

二
―
二
六
）
な
ど
を
見
る
に
、
実
際
は
萩
の
開
花
の
方
が
少
し
早
か
っ
た

よ
う
な
の
で
、
二
首
は
同
時
詠
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

19.

「
浅
茅
」
を
比
喩
で
用
い
た
例
を
見
る
と
、
三
例
中
―
一
例
に
「
標
」
が
結
ば

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
浅
茅
」
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
植
物
を
女
性

の
比
喩
と
し
た
時
に
、
「
標
」
を
結
ぶ
例
は
多
い
。
「
標
」
を
結
う
植
物
は
、

ま
だ
自
分
の
所
有
に
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
何
れ
手
に
入
れ
る
為
に
、
即
ち

自
分
の
妻
と
す
る
為
に
、
印
だ
け
残
し
て
お
く
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
植

物
11

相
手
の
女
性
は
ま
だ
結
婚
適
齢
期
に
は
至
っ
て
い
な
い
、
未
成
熟
の

娘
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

20
．
但
馬
皇
女
の
母
・
氷
上
娘
は
天
武
十
一
（
六
八
二
）
年
に
甍
じ
て
い
る
の

で
、
但
馬
は
そ
れ
以
前
の
生
ま
れ
で
あ
り
、
ま
た
持
統
四
（
六
九

0
)
頃

に
は
結
婚
適
齢
期
に
な
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
穂
積
皇
子
は
、
浄
広
弐

位
の
叙
位
年
齢
が
一
一
十
一
歳
前
後
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
天
智
十
（
六
七
一
）

年
頃
の
出
生
。
高
市
皇
子
は
天
武
の
長
男
で
、
持
統
十
（
六
九
六
）
年
に
、

四
十
一
一
或
い
は
四
十
一
二
歳
で
甍
去
し
て
い
る
の
で
、
但
馬
皇
女
が
穂
積
皇

子
に
近
い
年
齢
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

21
．
赤
羽
氏
は
黒
沢
氏
と
同
様
に
「
浅
茅
」
を
但
馬
と
見
て
、
「
秋
萩
で
あ
る
あ

な
た
ー
坂
上
郎
女
の
花
開
く
番
が
き
た
よ
。
」
と
歌
い
贈
っ
た
も
の
と
す

る
が
、
但
馬
は
「
浅
茅
」
で
は
あ
り
え
な
い
。
ま
た
、
仮
に
坂
上
郎
女
の

一
五
六

0
と
贈
答
関
係
に
あ
っ
た
な
ら
ば
、
編
纂
に
携
わ
っ
た
と
さ
れ
る

郎
女
が
、
敢
え
て
離
れ
た
場
所
に
自
身
の
作
歌
を
並
べ
た
理
由
が
判
然
と

し
な
い
。
や
は
り
贈
答
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

2
2
．
注
8
参
照
。

2
3
．
注
1
8
参
照
。

24
．
例
外
と
し
て
、
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五
年
正
月
四
日
に
、
治
部
少
輔
石
上
朝
臣
宅
嗣
の
家
に
し
て
宴
す

る
歌
三
首

言
繁
み
相
問
は
な
く
に
梅
の
花

雪
に
し
を
れ
て
う
つ
ろ
は
む
か
も
（
⑲
四
―
―
八
二
）

右
の
一
首
、
主
人
石
上
朝
臣
宅
嗣

七
年
乙
亥
、
大
伴
坂
上
郎
女
、
尼
理
願
の
死
去
し
こ
と
を
悲
嘆
し

て
作
る
歌
一
首

た
＜
づ
つ
の
新
羅
の
国
ゆ
人
言
を
良
し
と
聞
か
し
て
問
い
放
く
る

親
族
兄
弟
な
き
国
に
渡
り
来
ま
し
て
：
（
③
四
六

0
)

以
上
一
一
例
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
前
者
は
渡
辺
護
「
梅
の
花
雪
に
し
を
れ
て

ー
勝
宝
五
年
正
月
四

H
の
宴
歌
三
首
ー
」
（
「
万
葉
」
一

0
四
、
昭
5
5
.
7
)

な
ど
に
よ
っ
て
、
相
聞
歌
に
擬
し
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

従
っ
て
相
聞
的
内
容
と
受
け
取
れ
な
い
の
は
集
中
僅
か
一
例
、
「
H
本
が
住

み
良
い
国
で
あ
る
と
い
う
人
の
噂
」
を
表
す
四
六

0
番
歌
し
か
な
い
。
よ
っ

て
、
「
言
」
「
人
言
」
と
言
っ
た
場
合
、
万
葉
人
は
す
ぐ
さ
ま
「
恋
の
噂
」

を
想
起
し
た
は
ず
で
あ
る
。

25
．
渡
瀕
昌
忠
「
題
詞
の
論
」
（
「
柿
本
人
麻
呂
研
究
歌
集
編
上
』
桜
楓
社
、
昭
48)

26
．
阿
蘇
瑞
枝
「
万
葉
集
の
四
季
分
類
ー
季
節
歌
の
誕
生
か
ら
巻
八
の
形
成
ま

で
—
」
(
『
万
葉
和
歌
史
論
考
」
笠
間
書
院
、
平4
)、
原
田
貞
義
「
大
伴
坂

上
郎
女
圏
の
歌
」
（
『
万
葉
集
の
編
纂
資
料
と
成
立
の
研
究
』
お
う
ふ
う
、

平
14
、
初
出
、
昭
59)
塩
谷
香
織
「
万
葉
集
巻
三
・
四
・
六
・
八
の
成
立
過
程

に
つ
い
て
」
（
『
万
菓
集
研
究
』
第
十
四
集
、
塙
書
房
、
昭
61)
な
ど
。

27
．
本
稿
の
底
本
と
し
た
『
新
編
全
集
』
で
は
、
こ
の
歌
を
「
白
露
と
秋
萩
と

に
は
」
と
訓
ん
で
い
た
が
、
『
万
葉
集
注
釈
』
『
万
葉
集
釈
注
』
『
新
大
系
」

な
ど
、
他
の
注
釈
書
が
「
秋
の
萩
と
は
」
と
訓
ん
で
い
た
の
で
そ
れ
に
従
っ

た
。
歌
経
標
式
の
原
文
は
「
旨
羅
都
由
等
阿
岐
能
婆
宜
等
婆
」
な
の
で
「
秋

萩
と
に
は
」
と
は
訓
め
な
い
。

28
．
伊
藤
博
「
巻
―
一
磐
姫
皇
后
歌
の
場
合
」
（
『
万
葉
集
の
構
造
と
成
立
』
上
、

塙
書
房
、
昭
49)

29
．
巻
二
相
聞
の
部
に
お
け
る
「
石
川
郎
女
（
女
郎
）
」
関
連
歌
群
は
以
下
の
通
り
。

〈
天
智
朝
〉

•
久
米
禅
師
婢
石
川
郎
女
時
歌
五
首
（
九
六
-

I
 

0
0
)
 

〈
天
武
朝
〉

・
大
津
皇
子
贈
石
川
郎
女
御
歌
一
首

(
1
0
七）

•
石
川
郎
女
奉
和
歌
一
首

(
1
0八
）

・
大
津
皇
子
穎
婚
石
川
女
郎
時
、
津
守
連
通
占
露
其
事
、
皇
子
御
作
歌
一

首

(
1
0
九）

・
日
並
皇
子
尊
贈
賜
石
川
女
郎
御
歌
一
首
(
―

I

0
)
 

〈
藤
原
宮
〉

•
石
川
女
郎
贈
大
伴
田
主
歌
一
首
(
-
―
―
六
）

・
大
伴
宿
禰
田
主
報
贈
歌
一
首
(
-
―
―
七
）

・
同
石
川
女
郎
更
贈
大
伴
田
主
中
郎
歌
一
首
(
―
二
八
）

・
大
津
皇
子
宮
侍
石
川
女
郎
贈
大
伴
宿
播
宿
奈
麻
呂
歌
一
首
(
-
―
一
九
）

30
．
石
川
内
命
婦
は
、
安
雲
外
命
婦
と
姉
妹
で
あ
り
、
大
伴
安
麻
呂
に
嫁

し
、
坂
上
郎
女
を
産
ん
で
い
る
。
集
中
、
彼
女
の
作
歌
は
④
五
一
八
、
⑳

四
四
三
九
。
そ
の
他
③
四
六
一
左
注
、
④
六
六
七
左
注
に
も
そ
の
名
が
見

え
る
。
こ
の
他
、
集
中
に
は
藤
原
宿
奈
麻
呂
の
妻
で
あ
っ
た
が
離
縁
さ
れ

た
「
石
川
女
郎
」
（
⑳
四
四
九
一
）
も
い
る
が
、
巻
二
の
石
川
と
「
石
川
内

命
婦
」
が
同
一
人
物
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
「
石
川
女
郎
」
は
お
そ
ら
く

別
人
で
あ
ろ
う
。
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